
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
展
開
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
農
業

支
援
の
中
に
、2
0
0
8
年
か
ら
の
10
年

間
で
、サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
コ
メ
生
産

量
倍
増
を
目
指
す「
ア
フ
リ
カ
稲
作
振
興

の
た
め
の
共
同
体（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）」イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
が
あ
る
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取

り
組
む
の
が
西
田
有
一
さ
ん
だ
。

　

大
学
院
で
開
発
経
済
学
を
学
ん
で
い
た
私
は
、

在
学
中
に
日
本
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
に

つ
い
て
知
り
、
紛
争
か
ら
の
復
興
支
援
に
携
わ
り

た
い
と
考
え
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

2
0
0
7
年
７
月
に
中
東
の
ヨ
ル
ダ
ン
事
務
所

で
イ
ラ
ク
担
当
と
な
り
、
念
願
だ
っ
た
戦
災
復
興

を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、

当
時
の
イ
ラ
ク
は
治
安
状
況
が
最
悪
で
、
国
内
に

入
る
こ
と
は
で
き
ず
、
イ
ラ
ク
側
の
関
係
者
が
テ

ロ
に
遭
う
な
ど
、
苦
労
の
連
続
で
し
た
。
こ
こ
で

の
協
力
に
は
、
上
下
水
道
・
電
力
と
い
っ
た
イ
ン

フ
ラ
復
旧
支
援
の
ほ
か
、
紛
争
で
破
壊
さ
れ
た
文

化
財
の
保
護
・
修
復
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
農
業

支
援
に
初
め
て
本
格
的
に
関
わ
っ
た
の
も
、
こ
の

と
き
で
す
。

　

イ
ラ
ク
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
発
祥
の
地
。
そ

の
基
盤
が
農
業
で
し
た
。
フ
セ
イ
ン
政
権
時
代
ま

で
は
近
代
的
な
灌
漑
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
中
東
有
数

の
農
業
国
で
し
た
が
、
度
重
な
る
紛
争
と
経
済
制

裁
で
農
地
が
荒
廃
し
て
い
た
た
め
、
灌
漑
施
設
の

復
旧
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
日
本

の
専
門
家
を
招
き
、
第
三
国
研
修
を
開
催
し
ま
し

た
。
任
期
の
終
わ
り
ご
ろ
、
よ
う
や
く
首
都
バ
ク

ダ
ッ
ド
に
入
り
、
研
修
関
係
者
と
再
会
し
た
と
き

は
、
感
無
量
で
し
た
。

　

実
際
に
支
援
に
関
わ
っ
て
気
付
い
た
の
は
、
多

く
の
国
が
「
農
業
は
産
業
と
し
て
も
、
食
糧
供
給

の
面
で
も
、
国
の
礎
だ
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
私
は
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
、
農
業
開

発
や
食
料
安
全
保
障
、
気
候
変
動
を
学
び
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、
農
林
水
産
省
の
国
際
部
に
出
向
し
、

主
に
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
と
の
調
整

業
務
を
担
当
し
、
多
く
の
国
際
会
議
に
関
わ
り
ま

し
た
。Ｆ
Ａ
Ｏ
が
取
り
組
む
農
業
・
食
料
安
全
保

障
の
課
題
は
、
現
実
に
は
国
際
貿
易
の
問
題
と
も

絡
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
対
立
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
利
害
調
整
の
一
端
を
経
験
し
、
日
本
を
含

む
世
界
中
の
人
々
の
健
康
に
直
結
す
る
食
の
問
題

の
重
要
性
を
改
め
て
強
く
認
識
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
戻
り
、
農
村
開
発
部
に
配
属
さ
れ

た
の
は
、
約
１
年
前
。
私
が
い
る
第
５
チ
ー
ム
は
、

主
に
ア
フ
リ
カ
の
稲
作
分
野
の
支
援
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
第
４
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）
で
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
コ

メ
生
産
量
倍
増
を
目
指
し
、 「
ア
フ
リ
カ
稲
作
振

興
の
た
め
の
共
同
体
（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）」
設
立
を
推

進
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
の
多
く
で
は
コ
メ

が
主
食
の
一
つ
で
す
が
、
人
口
増
加
に
生
産
が
追

い
付
か
ず
輸
入
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

同
じ
く
コ
メ
が
主
食
の
日
本
が
音
頭
を
取
り
、
他

の
ド
ナ
ー
と
も
協
力
し
て
各
国
の
コ
メ
生
産
能
力

を
伸
ば
そ
う
と
考
え
た
の
で
す
。
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農
業
は
発
展
の
基
盤
、食
糧
問
題
の
解
決
に
挑
む

イラク北部クルド地域の農業支援のための現地調査。小麦やヒヨコ豆を栽培する現地
農民と西田さん

From Headquarters

中
東
で
の
紛
争
復
興

農
業
の
大
切
さ
を
痛
感

世
界
の
食
料
安
全
保
障

多
国
間
協
力
で
生
産
増
加
へ

　

ア
フ
リ
カ
の
食
糧
問
題
は
、
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
も
直
結
す
る
重
要

な
課
題
で
す
。
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
６
回

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
総
会
で
も
加
盟
各
国
と
ド
ナ
ー
、
民
間

セ
ク
タ
ー
が
コ
メ
増
産
に
向
け
た
課
題
に
協
力
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
目
標
の
２

０
１
８
年
に
向
け
て
、
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

将
来
は
農
業
分
野
で
の
気
候
変
動
へ
の
対
応
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大学院卒業後、2003年にJICA
就職。経理部（現・財務部）、社
会開発部（現・社会基盤・平和
構築部）を経てヨルダン事務所
へ。その後、英国大学院に留学
して農業を学び、農林水産省を
経て2015年から現職。

ＪＩＣＡ農村開発部
農業・農村開発第２グループ

西田 有一
NISHIDA Yuichi

11月に開催されたCARD総会。アフリカの食糧問題解決は、世界全体の豊
かさのためにも避けて通れない

か
ん
が
い




